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１.公務員獣医師の
現状分析



獣医師の活動分野

分野 主な勤務内容

小動物 犬猫の診察

産業動物 牛豚の診察、家畜防疫

国家公務員 輸出入物の検疫や感染症の施策・立案

地方公務員 家畜防疫や食肉検査を行う

野生動物 野生動物の診察・保護

民間企業 創薬や製造・販売を行う

教育機関 獣医学系大学で教員として勤務

(池本卯典,吉川泰弘,伊藤伸彦(2013)『獣医学概論』緑書房より筆者作成)



公衆衛生分野

• 人獣共通感染症(鳥インフルエンザ等)
の予防業務

• 食肉の最終安全確認

家畜衛生分野

• 家畜伝染病(口蹄疫等)の防疫

• 畜産物の衛生管理指導

公務員獣医師とは



BSE・口蹄疫・鳥インフルエンザの発生を契機
に、公務員獣医師の重要度は増している

公務員獣医師への期待

国民の健康・安全な食に
深く関わる存在

公務員獣医師は不足の現状にある



獣医系大学卒業者の進路推移

(文部科学省(2016)「獣医学教育の改善・充実に向けた取組について」より筆者作成)
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公務員獣医師不足の要因

獣医師の職域偏在



農林水産省(2010)によれば

業務量が他県に比べ格段に多いことか
ら、異常畜の発見を見逃し通報が遅れた

公務員獣医師不足の弊害

電話調査によれば

業務量の増加

休暇取得が困難



公務員獣医師不足への主な施策

国の施策

・獣医学生へ月額12万円を上限として貸与

地方の施策

・初任給調整手当(例：35,000円→45,000円)
・自治体独自の奨学金制度
・受験会場の増設 一定の

効果ある



本研究の目的

公務員獣医師の不足の
実態を分析に

より明らかにする

不足を本質的に解決する
政策提言を行う



２.公務員獣医師の
不足分析



•47都道府県庁の担当部署(畜産課など)へ
ＦＡＸによるアンケート調査を電話依頼

•調査期間 10月13日(金)～10月20日(金)

•回収率

31の都道府県から回答を得た

2都道府県は回答辞退の申し出

残りの14都道府県については、回答を

得られなかった

分析手法



１．公務員獣医師の充足度合い

２．公務員獣医師の年齢層

３．公務員獣医師の採用人数と募集人数

４．公務員獣医師の勤続年数

５．公務員獣医師の出身地

アンケート調査項目



分析の新規性

充足度合い、年齢層、過去10年の
募集・採用人数、勤続年数につい
て詳細に明らかにした

都道府県別に上記を詳細に示した資
料は、知る限り存在しないもしくは
公表されていない



公務員獣医師の充足度合い

地域 充足 やや不足 不足 回答数

北海道・東北 1 1 5 7/7

関東 5 1 0 6/7

東海・北陸 1 1 1 3/9

近畿 2 1 0 3/7

中国・四国 2 1 2 5/9

九州・沖縄 2 1 0 3/8

合計 13 6 8 27/47

全国的な不足ではなく地域偏在

関東地方では充足地域多
北海道・東北地方では不足地域多

※秋田県は不足に含む (回答数27)
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３.先行研究



・価格では決められない、様々な資源の
最適配置を考えるもの

・Gale,D. and L.Shapley (1962)が提
唱したDAアルゴリズムに基づく

・研修医マッチングをはじめ労働市場で
の実践例あり

先行研究

マーケットデザイン



先行研究の応用と独自性

・公務員獣医師は地域偏在

マーケットデザインを応用した
最適配置による解消

・公務員獣医師ならではの制度設計
・既存の施策では検討されていない

独自性



４.政策提言



政策提言の方向性

➡ DAアルゴリズムの実行

➡ 提言1-1 ブロック採用制

➡ 提言1-2 ブロック内の異動

➡ 提言2 国家公務員化

➡ 補足提言 地域手当



DAアルゴリズムの実行



獣医師１

獣医師2

希望順位表

獣医師3

獣医師1:A県、B県
獣医師2:B県、A県
獣医師3:B県、A県
獣医師4:B県、A県

A県

B県

獣医師4

A県:獣医師4、獣医師2、獣医師3、獣医師1
定員2

B県:獣医師2、獣医師1、獣医師4、獣医師3
定員2



獣医師１

獣医師2

希望順位表

獣医師3

A県

B県

獣医師4

A県:獣医師4、獣医師2、獣医師3、獣医師1
定員2

B県:獣医師2、獣医師1、獣医師4、獣医師3
定員2

獣医師1:A県、B県
獣医師2:B県、A県
獣医師3:B県、A県
獣医師4:B県、A県



提言1-1 ブロック採用制(1/4)

複数の都道府県を統括する
集権化された組織が必要

新規の組織を立ち上げには
時間･費用コストが大

地方農政局を拠点とした組織

6つのブロックに区割り

ブロックごとで採用を行う



６ブロック

北海道・東北ブロック

関東ブロック

東海・北陸ブロック

近畿ブロック

中国・四国ブロック

九州・沖縄ブロック

提言1-1 ブロック採用制(2/4)



提言1-1 ブロック採用制(3/4)

・都道府県間の偏在解消

・時間・費用が少なくて済む

・選好の表明(順位付け)がしやすい

・家畜伝染病などの発生時に連携が

取り易くなる

メリット



提言1-1 ブロック採用制(4/4)

・ブロック間の偏在が起こり得る

・公平性に欠ける恐れ

デメリット



提言1-2 ブロック内の異動(1/2)

前提 •年限を設置

公務員
獣医師

•子どもの養育や親の介護などの家庭
的な事情を申告し、希望順位表提出

都道
府県

•獣医師の年齢・家族の有無、介護希
望等を考慮し、希望順位表を作成

マッチ
ング

•DAアルゴリズムの実行



提言1-2 ブロック内の異動(2/2)

・公平性が保たれる
・各都道府県で豊富な勤務経験を得る

デメリット

マッチングの安定性に懸念

メリット



電話調査による提言の反応

【充足しているX都道府県】
・ブロック採用では、多団体の職員となるため所属が

不明確となり、事務的な面から難しい

【不足しているY都道府県】
・ブロック間での偏在が起こり得る
・転勤の幅が広すぎる
・どこの機関が統括するかが問題
・現行制度の改正は必要だが、偏在解消の政策として

は期待はある
・臨時職員の応募が現実的に少ない中で、獣医師バン

ク的な要素を抱える組織であれば有用



提言2 国家公務員化

ステップ
①

•DAアルゴリズムを実行し
就職するブロックを決定

ステップ
②

•ブロック内で2度目の
マッチングを行い就職する

都道府県の決定



希望者が少ない地域

業務量が多い地域に

高い給料を支給

提言１・２に組み合わせ
➡円滑なマッチングを実現

補足提言 地域手当
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